
会議録 
 

件 名 
令和６年度第３回文化財保存活用地域計画作成協
議会 

作 成 課 
教育委員会 
管理部文化財課 

日  時 令和６年１２月２６日（木） １４時００分～１６時２５分 

場  所 鹿児島市中央公民館第３中会議室 

出 席 者 
文化財保存活用地域計画作成協議会委員１０人（欠席５人） 
オブザーバー５人 

会 次 第 

〇報告事項 

 (1)ワークショップについて 

 (2)計画案(第２章～第４章)について 

○協議事項 

 (1) 郷土芸能の現状～休止団体からの報告 

 (2) 郷土芸能の現状～支援者からの報告 

 (3) 郷土芸能を取り巻く課題等～グループワーク 

主な内容等 

（○委員 ●事務局 ※アドバイザー） 

 

報告事項 

(1) ワークショップについて 

  最初に入口部分でこれからの文化財について話をしている。人口減少、地域の

担い手不足など、５０年前と比べても大きく変化している。知らないことで、地

域の文化財もどんどん無くなるので、どうやって知ってもらい、広報、活用して

いくのかを話している。これからは保存よりも活用だという話。どちらかという

と、過去を掘り下げつつも未来思考。 

  古いものだけではない。昭和という時代も２０～３０年経つと自分たちが明

治・大正という時代を見るように見つめる時代が来る。このような会の参加者は

昭和生まれが多いので、皆さんの記憶も伝えていく必要があると話している。 

  保存・継承の主役は地域住民。会に参加する方は、何らかの形で地域の文化財

に関わっている人達。 

 

(2) 計画案について 

    第 2章から第 4章について意見提出をお願いする。 

 

協議事項：グループワーク 

（１）導入 

   本日の目的：郷土芸能について考えることで、地域における文化財について

考える 

   協議テーマを郷土芸能にした理由 

    ①市民にとって比較的身近な文化財であること 

    ②活動の担い手が地域住民であること 

    ③継承の危機にあること 

 

（２）知る時間：郷土芸能の現状について 

   ●休止中の団体から事例報告等 

   ●支援者からの事例報告 

 

  ・例えば、青年期の人間形成に大事な学びの場が郷土芸能であるとするなら、

先人たちはそこを理解していた。人間形成とはどのようなものだと考えるの

か？ 

  ⇒踊りのやり方には決まりがある。1 つの所作がバラバラだと、見ていて面白



くない。一緒にそろったら見た目が美しいが、みんなで揃えてやろうという

事が美しいし、感動を生む。朝夕の帰りに「棒踊りの先生だ」と言って挨拶

してくれる。先輩でもあり、伝統芸能を尊重する事に繋がっている。 

 

  ・小学生からしたら、棒を振るという事は、棒に襲われる感覚なのに「叩くと

ころが違う」「もっと強く打て」と言われた。怖かったけど、地域の人が本

気なのも分かっていたので、本気度を伝えていく事も大事。今後、保存会と

して、どのような状態を目指しているのかが分からない。目標が明確になれ

ば、対策も立てやすい。もっと順序立てて進めていける。怖かったが、甘や

かすのは違う。子どもたちを作ってくれるのは、家族と学校だけでなく、地

域もだと思う。 

 

（３）知る時間：郷土芸能の現状について 

   「郷土芸能にはメリットがあるにも関わらず、郷土芸能や伝統芸能が継承の

危機にある理由」についてグループワーク 

 （Ａグループ） 

  ・人が集まらない 

   少子高齢化が予想より早く進んでしまい、ヤバいという危機感を持ってから

対応しているため、対策が追い付いていない。 

  ・難しい 

   棒を振り回すのは棒踊りくらいなので、自分がやろうと思っても踏み出せな

い。楽しいものに思えない。 

  ・エンタメなどの多様化や生活の流れが変わっている 

  ・民俗芸能は見るものと認識している。 

 （Ｂグループ） 

  ・お金の問題 

  ・出番が少ない 

  ・村社会 

   目上の人を立てる、今ではハラスメントに該当するような事も受容しなけれ

ばならないことへの嫌気 

  ・アレンジが効かない 

   ダンス人口は増えているが、郷土芸能人口は減っている。ソーラン節は色々

なところで展開されている。形はありつつも、余白が無いと、今の人達は関

わりにくい。 

 （Ｃグループ） 

  ・価値観の多様化 

  ・運営者側も強い思いを持った人がいなくなったり変わったりしたこと 

  ・保存会が困っているという事を、社会に発信できていない。 

  ・人、もの、金との結びつきに向き合う時に、地域だけでは解決が難しいので

企業連携もできるのでは？ 

  ・活動のマネジメントが必要 

  ・アレンジが効かない。同じコトの繰り返しを変えていけたら。 

  ・習い事化できないか。 

 


